








佑
月
さ
ん（
普
通
科
3
年
）が
務
め

た
。
　

ま
つ
り
は
南
北
朝
時
代
に
京
都

か
ら
五
百
番
目
の
川（
五
百
川
）の

近
く
に
沸
く
霊
泉
で
難
病
を
治
し

た
と
い
う
萩
姫
伝
説
に
由
来
す
る
。

灰
原
さ
ん
は
初
日
の
献
湯
祭
で
源

泉
か
ら
湯
を
く
み
上
げ
、各
旅
館
に

分
け
る「
分
湯
の
儀
」を
厳
か
に
繰

り
広
げ
た
。

　

灰
原
さ
ん
は「
地
域
を
盛
り
上

げ
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、地

元
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
語
っ
た
。

　

郡
山
市
・

磐
梯
熱
海
温

泉
の
夏
の
風
物

詩「
第
59
回
萩

姫
ま
つ
り
」は

8
月
9
日
、10

日
に
開
か
れ

た
。第
59
代
萩

姫
の
１
人
は
附

属
高
校
の
灰
原
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